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　カーボン・オフセット認証について、認証有効期間満了にあたり以下のとおり報告します。
	認証番号
	

	取組名称
	

	認証区分
	

	認証有効期間
	


	認証取得時の温室効果ガス算定排出量
【申請書B-6】
	いずれかにチェックをしてください。
□　活動の実施後に実績に基づいて算定した値を用いて認証を取得した
　　　　　　　　t-CO2 ／　kg-CO2
（→『オフセット量』欄に進む）
□　計画段階において合理的に見積もられた値を用いて認証を取得した

	
	「計画段階において合理的に見積もられた値を用いて認証を取得した」にチェックした場合は、以下のいずれかにチェックをして下さい。

□　活動量（商品・サービスの販売個数、会議・イベントの参加者数等を含む）及び排出係数は認証取得時と変更なく、認証取得時に用いた「計画段階において合理的に見積もられた値」を本認証対象活動の算定排出量として報告する
　　　　　　　　t-CO2 ／　kg-CO2
（→『オフセット量』欄に進む）
□　活動量（商品・サービスの販売個数、会議・イベントの参加者数等を含む）及び排出係数が認証取得時と異なるため、認証対象活動の実施後に実績に基づいて算定した値を報告する
　　　　　　　　t-CO2 ／　kg-CO2
※有効期間満了時点で、認証取得時の温室効果ガス算定内容（申請書B記載内容）から変更がある場合には、申請書B項目において修正が必要な箇所を更新し、以下①～③に従って必要書類を提出して下さい。また、申請書F-3項目の該当箇所も修正してください。
①修正箇所が明示された申請書B項目を抜き出し、別途提出して下さい。（ファイル形式は問いません）
②排出量の算定方法に関する資料として、計算過程と結果が分かるように体裁を整え、excelファイル形式にて別途提出してください。
③算定に用いた活動量及び排出係数が認証取得時と異なる場合にはその根拠となる資料を別途提出してください。（ファイル形式は問いません）

	オフセット量
【申請書D-2】
	いずれかにチェックをしてください。
· 認証取得時の申請書記載内容に同じ
　　　　　　　　t-CO2 ／　kg-CO2
· 認証取得時の申請書記載内容と異なる
　　　　　　　　　t-CO2　／　kg-CO2
申請書F-3項目の該当箇所も修正してください。

※異なる理由を以下に記入してください。



	排出削減努力の取組
【申請書C-1、C-2、C-3】
	いずれかにチェックをしてください。
· 認証取得時の申請書記載内容に同じ
· 認証取得時の申請書記載内容と異なる
申請書F-3項目の該当箇所も修正してください。

※異なる理由を以下に記入してください。



	情報提供
【申請書F-3】
	いずれかにチェックをしてください。

· 認証取得時の申請書記載内容に同じ
· 認証取得時の申請書記載内容と異なる
※本報告書記載内容が認証取得時の申請書記載内容と異なる場合のほか、認証有効期間満了時点で、認証取得時の情報提供（申請書F-3記載内容）内容から変更がある場合には、申請書のF-3項目において修正が必要な箇所を更新し、申請書のF-3項目を抜き出してwordファイル形式で別途提出してください。なお、当該情報提供内容は、制度管理者のウェブサイトにて一般に公開されている取組概要の最終版として掲載するため、取組が終了したことが明確になるように表現を変更してください。


【オフセット予定認証として認証を受けた認証取得者は、以下も必ず記入してください】
以下のとおり、本取組に係るクレジットの無効化が完了していることを報告します。
	本取組に係るクレジットの無効化を実施した事業者（無効化事業者）
	

	本取組の認証対象活動（商品の販売等）実施日
	【実施日】
　　　年　　月　　日

	本取組に用いられたクレジットの詳細情報

	
	クレジットの種類
	

	
	数量
	　　　　　ｔ-CO2

	
	クレジットのシリアルNo.
	

	
	プロジェクト名
	

	
	プロジェクトの実施国・地域
	

	
	プロジェクトタイプ
	

	
	クレジットの管理口座情報
	【登録簿名】　
 　　　　　　登録簿
【無効化事業者のクレジット取得の時期】　
　　　年　　月　　日
【無効化事業者の償却/取消の時期】　
　　　年　　月　　日

	
	以上の情報を管理する帳簿管理者
	


以上

1

